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Ⅲ.3-1 第Ⅱ期工事等における解体撤去時における環境保全対策マニュアル 

 

 

第１ マニュアルの主旨 

１．解体撤去時における環境保全対策マニュアルは、豊島廃棄物等処理関連施設の撤

去等における環境保全対策を定めたものである。 

２．本マニュアルに定める環境保全対策は、必要に応じて適宜見直すこととする。 

［解 説］ 

本マニュアルは、豊島廃棄物等処理関連施設の解体撤去時に発生する排気、排水、騒

音、振動、悪臭及び廃棄物等による周辺環境への影響を防止するための措置を定める。 

なお、環境保全対策の内容は、必要に応じて適宜見直すこととする。 

 

 

第２ マニュアルの概要 

１．本マニュアルは、撤去等に伴う環境保全対策として、排気、排水、騒音、振動、

悪臭及び廃棄物等について記載する。 

［解 説］ 

作業前及び作業中に実施する排気、排水、騒音、振動、悪臭及び廃棄物等に関する環

境保全対策について記載する。 

 

 

第３ 排気対策 

１．解体工事に伴う粉じんの発生を防止するため、外部をシート等により養生し、散

水等により粉じんの発生を防止する。 

２．原則として、解体工事に使用する重機類は排ガス規制対応型で低騒音型・低振動

型を採用することとする。 

［解 説］ 

必要に応じて対象物の清掃を実施するとともに、解体工事に伴う粉じんの発生を抑

制するため、解体対象物の周囲をシート等により養生し、散水その他必要な措置を講

じ、周辺環境への影響を防止する。また、排ガス規制対応型で低騒音型・低振動型の重

機類を採用することにより、周辺環境への影響を防止する。  
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第４ 排水対策 

<高度排水処理施設内の設備の洗浄作業> 

１．洗浄作業に伴い発生した排水は、屋外排水処理設備で処理し、外部放流する。な

お、排水処理が確実に行われていることを事前に調査し、作業中における水質調査

を実施する。 

２．排水処理により生じた汚泥は脱水処理設備により処理し、産業廃棄物として処理

委託する。 

３．排水経路及び汚水ピットの点検を１日に１回以上行うとともに、洗浄作業の実施

前には、排水が作業場外に漏洩しないか必ず確認する。また、必要に応じ、排水が

漏洩しないよう措置を行う。 

 

<豊島処分地内の設備等の撤去時に発生した濁水> 

４．豊島処分地内の設備等の撤去時に発生した濁水は、高度排水処理施設等で処理す

ることを原則とする。 

５．高度排水処理施設の稼働停止後は、必要に応じて処理した後、外部放流又は場内

還流する。 

［解 説］ 

＜高度排水処理施設内の設備の洗浄作業＞ 

屋外の排水処理設備の処理能力を超えないよう、１日の洗浄水の使用量を事前に計

画しておく。 

排水経路及び汚水ピットの点検を定期的に実施するとともに、作業場外への排水の

漏洩に伴い周辺環境への影響が生じないよう必ず確認する。また、作業開始前及び作業

中に、作業責任者が排水の作業場外への漏洩がないことを確認する。 

 

＜豊島処分地内の設備等の撤去時に発生した濁水＞ 

高度排水処理施設等の稼働中は、同施設で処理することを原則とする。同施設稼働

中は、排水経路及び汚水ピットの点検を定期的に実施するとともに、作業場外への排水

の漏洩に伴い周辺環境への影響が生じないよう必ず確認する。また、作業開始前及び作

業中に、作業責任者が排水の作業場外への漏洩がないことを確認する。 

高度排水処理施設の稼働停止後は、必要に応じて処理した後、外部放流又は場内還

流する。 
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第５ 騒音・振動・悪臭対策 

１．騒音対策 

使用する重機類は、排ガス規制対応型で低騒音・低振動型のものを用い、また、

解体に伴う破砕・破壊騒音の少ない工法により行う。 

また、必要に応じ防音パネル、防音シート等を用いるなど防音対策を行う。 

２．振動対策 

切断方法及び使用機材による振動の発生が大きい場合は、必要に応じて切断方

法等を変更する。 

また、騒音対策と同様に、排ガス規制対応型で低騒音型・低振動型の重機類の採

用により振動対策を行う。 

３．悪臭対策 

使用する重機類は、排ガス規制対応型で低騒音・低振動型のものを用い、排ガス

による周辺環境への影響を防止する。 

また、悪臭が発生するおそれのある作業を行う場合は、必要に応じて対策を行

う。 

［解 説］ 

○騒音対策 

排ガス規制対応型で低騒音型・低振動型の重機類を採用することにより周辺環境

への影響を防止する。 

また、解体に伴う破砕・破壊騒音の少ない工法を計画する。 

○振動対策 

切断方法の決定時に、必要に応じて対策を計画する。 

また、排ガス規制対応型で低騒音型・低振動型の重機類を採用することにより周辺

環境への影響を防止する。 

○悪臭対策 

排ガス規制対応型で低騒音・低振動型の重機類を採用することにより、重機から発

生する排ガスを抑制し、周辺環境への影響を防止する。 

撤去物に付着した牡蠣殻等を除去する際は、長期保管すると悪臭の原因となるた

め、早期に処理委託する。 

その他、悪臭が発生するおそれのある作業を行う場合は、必要に応じて対策を行

う。 
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第６ 廃棄物等の対策 

１．撤去等の作業に伴い生じた廃棄物等への対応は、「Ⅲ.2 第Ⅱ期工事等における設

備等の解体・分別及び施設撤去廃棄物等の分別の確認と払出し・処理委託ガイドラ

イン」に従うものとする。 

２．撤去等の作業時に発生した二次廃棄物は、周辺環境に配慮した隔離・保管を実施

し、適正な処理委託を行う。  

［解 説] 

撤去等の作業に伴い生じた廃棄物等への対応は、「Ⅲ．2-2 第Ⅱ期工事等における施

設撤去廃棄物等の分別の確認と払出し・処理委託マニュアル」に従う。 

また、撤去等に使用した保護具及びウエス等の二次廃棄物は、飛散及び漏洩しないよ

う適切な措置を行ったうえで作業場内に一時保管し、適正な処理委託を行う。 


